
笛吹農園 農薬管理マニュアル       2016 年 5 月 24 日作成 

2017 年 4 月 29 日更新 ８．３．追加 

 

目的： ①作業者の健康 ②環境汚染防止 ③食品の安全 のために適正な管理を行う 

 

方針： １．管理責任体制を明確にする 

 ２．農薬の使用基準を順守する 

 ３．使用する農薬について記録し（購入、使用、廃棄）、使用状況は畑に入る人に明示する 

 ４．農薬の保管方法、期限切れ農薬、空容器の処分方法を明確にし、適正に処分する 

 ５．作業者の安全対策（防護服、マスク等）を明確にし、適正に実施する 

 ６．散布後のタンク、機械等の洗浄方法、保管方法を明確にし、適正に実施する 

 ７．使用する機械、装備等の点検管理を行い、散布時のトラブルを防止する 

８．農薬の散布計画を作成し、使用農薬の危険性、注意事項を知り、定期的（年初）に関係者で

確認する 

 

１．管理責任体制 

１．１．管理責任者 南林 和 

１．２．管理責任者は農薬の管理、使用、廃棄等について全てを掌握する 

１．３．農薬使用者 阿部幸夫、伊澤俊一、南林 和、南林修平、横山和夫 

１．４．農薬使用者は管理責任者の承認のもとで農薬を取り扱う 

 

２．農薬の使用基準 

２．１．使用する農薬は最新の JA 全農やまなし編果樹病害虫防除暦に従う 

２．２．農薬の使用にあたっては容器に記載されている使用方法を順守する 

 

３．使用する農薬についての記録 

３．１．記録簿に以下の項目を記録する。記録簿は石の家に常備する 

日付 

（年月日） 
薬剤名 

区分（購入、

使用、廃棄） 
量 

使用時 

散布場所 調合と散布量 散布者 責任者 

        

３．２．農薬使用記録はコピーをローズガーデン小屋の扉内側に貼る。 

畑に立ち入るものが常時確認できるようにする。 

 

４．農薬、関連資機材の保管方法、期限切れ農薬、空容器の処分 

４．１．農薬の保管方法 農薬は農園に出入りする一般の人の目に触れない場所に保管する 

 ①浅間園倉庫内 

 ②石の家物入れ 

 ③ローズガーデン小屋農薬関係棚内 

 （トップジン M ペースト、オルトランは噴霧しないので例外として小屋内棚に保管する） 



４．２．農薬作業に使用する資機材は散逸しないように特定の場所に保管する 

 ①浅間園倉庫内 水タンク（５００L）、動噴 ※EM 活性液散布と共用 

 ②ﾛｰｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ小屋内専用棚（マスク、ゴム手袋等） カッパ、噴霧竿は専用棚の上部に吊るす 

４．３．期限切れ農薬の処分 

 浅間園倉庫内コンテナに保管し、適宜農薬処分業者に処分を委託する 

４．４．空容器の処分 空容器は小屋の消毒関係保管場所に保管しておき、年末に産廃処分する 

 

５．作業者の安全対策 

５．１．服装は消毒専用のカッパ上下（フード付き）を着用、ゴム長靴、ゴム手袋（腕カバー付）、ゴー

グル、防毒マスクを着用 防毒マスクはＭＯＬＤＥＸ農薬用マスクを使用 

５．２．ゴム長靴 ゴム長靴は普段使用のものと区別して専用のものを使用する 

５．３．顔覆いマスク 顔の露出部分をなるべく少なくするために散布霧が顔にかかる恐れがある場

合はゴーグル、防毒マスクの上に専用顔覆いマスクを着用する 

 

６．散布後のタンク、機械等の洗浄方法、保管方法 

６．１．残液は３リットル以下まで使い切り、１０リットルの水を加え、液が出なくなるまで散布する 

    動噴、ホース内の液を出す（※５００リットルタンク、動噴使用の場合） 

６．２．タンクに２００リットルの水と EM 活性液２００ml を入れ、タンク内ブラシ洗浄、攪拌後、畑

内に散布する 

６．３．上記の散布には消毒で使用した動噴を使用し、ホース、ノズル、カッパ、ゴム手袋、ゴム長、空

容器等も散布液で洗い流す 

６．４．その後、水汲み場で全装備を仕上げ洗浄する 

６．５．タンク、機械等は所定の場所に保管する 

６．６．カッパ、ゴム手袋、ゴーグル、防毒マスク、空容器はローズガーデン小屋の専用の場所に保管す

る 

 

７．使用する機械、装備等の点検管理 

７．１．使用する機械装備は消毒前日午後に必ず点検し、すぐ使用できるように準備する 

    必要装備、ホース接続部、１０リットル洗浄水、EM 活性液２００ml、薬剤、計量器 

 

８．農薬の散布計画の作成及び使用農薬の危険性、注意事項の確認 

８．１．年初に農薬の散布計画を作成する。最新の防除暦を参照し、使用が許されている薬を選択する 

８．２．使用農薬について危険性、使用にあたっての注意事項を確認する 

８．３．農薬の飛散防止に努めることとし、散布は午前中かつ風の弱い時間に行う 

 

以上 


